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防災ナビ

弾道ミサイル落下時の行動
第138回 特別版

　

弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
発
射
さ
れ
、

防
災
行
政
無
線
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
流
れ
た
時
や
、
ミ
サ
イ
ル
が
落

下
し
た
と
き
の
行
動
に
つ
い
て
、
あ

ら
か
じ
め
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

弾道ミサイル落下時
の行動について

（例）直ちに避難。直ちに避難。直ちに建
物の中、または地下に避難してください。ミサイルが
落下する可能性があります。直ちに避難してください。

Jアラート

メッセージが流れたら
落ち着いて、直ちに行動してください。

屋外に
いる場合

近くの建物の中か地下に避難。
（注）できれば頑丈な建物が望ましいものの、近くに
　　 なければ、それ以外の建物でも構いません。

建物が
ない場合

物陰に身を隠すか、
地面に伏せて頭部を守る。

屋内に
いる場合

窓から離れるか、
窓のない部屋に移動する。

近くに
ミサイル
落下！

●屋外にいる場合：口と鼻をハンカチで覆い、現
場から直ちに離れ、密閉性の高い屋内または風上
へ避難する。
●屋内にいる場合：換気扇を止め、窓を閉め、目
張りをして室内を密閉する。

Jアラートによる情報伝達や、
関連するQ&Aは、国民保護
ポータルサイトを参照くださ
い。

危
機
管
理
防
災
課 

防
災
消
防
係

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
７
１

　
５
回
目
を
数
え
る
、
北
信
州
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
が
９
月
24
日
に
開
催
、
多
く
の
ラ

ン
ナ
ー
と
沿
道
で
応
援
す
る
皆
さ
ま
な
ど

で
大
変
な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　
ハ
ー
フ
の
部
、
10
㌔
マ
ラ
ソ
ン
の
部
、

３
㌔
マ
ラ
ソ
ン
の
部
を
合
わ
せ
、
総
勢

２
０
５
０
名
が
参
加
し
た
こ
の
大
会
で

は
、
毎
年
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
北
信

州
の
素
晴
ら
し
い
景
色
や
沿
道
で
の
温
か

い
声
援
に
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
北
竜
湖
〜
小
菅
区
内
を
通
る

コ
ー
ス
に
変
更
、
ゴ
ー
ル
後
の
ラ
ン
ナ
ー

か
ら
は
、「
景
色
が
本
当
に
す
ば
ら
し
い
」

と
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
大
会
の
運
営
に
当
た
り
多
く
の
皆

さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

信越自然郷うまいもの市
同時
　開催

10kmマラソン
スタート地点

ハーフマラソン
スタート地点

3kmマラソン
スタート地点
全種目

フィニッシュ地点

　ゴール会場の本町商店街では信越自然郷エリ
アの旬の特産品を集めた「うまいもの市」が今
年も開催されました。
　走り終えたランナーや沿道で応援された方な
ど多くの方が来場、郷土料理や飯山の地酒、み
ゆきポークのふるまいなどでにぎわいました。

旬のおいしい農産物などが盛りだくさん

商
工
観
光
課 

商
工
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
１
１

宿
泊
施
設
活
用
促
進
条
例
を
制
定

　
市
内
で
旅
館
、
ホ
テ
ル
、
ペンショ

ン
等
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き
た
施
設

を
新
た
に
取
得
し
て
営
業
を
始
め
よ

う
と
す
る
場
合
、一定
の
条
件
の
も

と
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税

を
最
長
10
年
間
免
除
す
る
優
遇
制

度
を
創
設
し
ま
し
た
。

【
対
象
施
設
】

市
内
で
営
業
し
て
い
る
、
ま
た
は
過

去
に
お
い
て
営
業
し
て
い
た
（
営
業

し
て
い
な
い
期
間
に
お
い
て
他
の
用

途
に
使
用
さ
れ
て
い
な
い
施
設
に
限

る
）
旅
館
、
ホ
テ
ル
、ペン
ション
等

宿
泊
施
設
の
建
物
及
び
敷
地
（
営

業
用
の
部
分
に
限
る
）

【
適
用
条
件
】

●
所
有
権
の
移
転
を
伴
う
取
得
で

　
あ
る
こ
と

●
取
得
後
、
旅
館
等
ま
た
は
小
売
店
、

　
飲
食
店
と
し
て
営
業
す
る
こ
と

●
２
親
等
以
内
の
親
族
か
ら
の
取

　
得
は
対
象
外

【
優
遇
措
置
】

固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
の

免
除
（
最
長
10
年
間
）

【
施
行
日
】

平
成
30
年
１
月
２
日
（
こ
の
日
以
降

の
取
得
が
対
象
と
な
り
ま
す
）

【よくある問合せ（国民保護ポータルサイトQ&Aより）】

Q「ミサイルは、●●地方から●●へ通過した」との情
報伝達があった場合は、どうすればよいのでしょうか。

A政府からの情報について、テレビやラジオで確認し
てください。引き続き避難をしていただく必要はありま
せんが、もし、不審な物を発見した場合には、決して
近寄らず、すぐに警察・消防や海上保安庁に連絡して
ください。

大
阪
市
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
合
唱
祭
に
参
加

　

第
７
回
大
阪
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

合
唱
祭
が
10
月
１
日
、
大
阪
市
城

東
区
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

飯
山
市
朧
月
夜
ス
ペ
シ
ャ
ル
混
声

合
唱
団
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
で
５
回
目
の
参
加
と
な

る
同
合
唱
団
は
、「
ふ
る
里
」「
浜

辺
の
歌
」「
瑠
璃
色
の
地
球
」
の

３
曲
を
披
露
、
会
場
に
は
美
し
い

ハ
ー
モ
ニ
ー
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

大
阪
市
と
飯
山
市
は
昨
年
９

月
、
そ
れ
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
と
い

う
分
野
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
両

市
の
一
層
の
相
互
交
流
を
進
め
よ

う
と
、「
飯
山
市
・
大
阪
市　

市

民
交
流
姉
妹
都
市
宣
言
」
を
取

り
交
わ
し
て
い
ま
す
。
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自主財源
　
42.6％　　　　 依存

財源
　
57
.4
％ 歳入合計

152億7,811万円
27 年度比
20.4%減

歳出
歳入の決算額
区　分 決算額 対前年増減

地 方 交 付 税 49億 5520万円 5.2％⬇
市 　 　 　 債 14億 510万円 60.5％⬇
市 税 25億 8465万円 8.5％⇧
国 庫 支 出 金 10億 6169万円 41.2％⬇
諸　 収　 入 8億 5201万円 5.0％⇧
県 支 出 金 7億 2234万円 4.4％⇧
分担金・負担金など 30億 6889万円 23.7％⬇
　 う ち 寄 付 金 11 億 352万円 36.0％⬇
　 う ち 繰 越 金 10 億 255万円 22.3％⬇
地方譲与税・各種交付金 6 億 2823万円 10.1％⬇

歳出の決算額（目的別歳出の状況）
区　分 決算額 対前年増減

総 務 費 33億 210万円 18.4％⬇

民 生 費 31億 4619万円 1.0％⇧

土　 木　 費 23億 5869万円 55.9％⬇

教 育 費 15億 9643万円 8.5％⬇

公 債 費 10億 4641万円 3.5％⇧

商 工 費 9億 886万円 1.1％⇧

衛 生 費 7億 8987万円 1.9％⬇

農 林 水 産 業 費 7億 4163万円 18.1％⇧

消 防 費 4億 3580万円 3.0％⇧

議会費 ･ 労働費
･ 災 害 復 旧 費 1億 4340万円 17.3％⬇

歳出の決算額（性質別歳出の状況）
区　分 決算額 対前年増減

物 件 費 25億 5343万円 15.4％⬇

普通建設事業費 19億 8477万円 62.1％⬇

人 件 費 18億 9017万円 0.8％⬇

繰 出 金 18億 7113万円 0.2％⇧

補 助 費 等 15億 2427万円 1.9％⬇

扶 助 費 14億 885万円 8.1％⇧

公 債 費 10億 4641万円 3.5％⇧

積 立 金 8億 8451万円 29.4％⬇

投資・出資金・貸付金、その他 13 億 584万円 25.6％⇧

【
歳　
入
】

■
市
税･･･

市
民
税
や
固
定
資
産
税

　

な
ど
、
市
に
納
め
ら
れ
た
税
金

■
諸
収
入･･･

他
の
収
入
科
目
に
含

　

ま
れ
な
い
収
入
を
ま
と
め
た
も

　

の
。
延
滞
金
、
預
金
利
子
、
宝
く

　

じ
収
益
金
な
ど
も
こ
れ
に
あ
た
る

■
分
担
金
・
負
担
金･･･

分
担
金
は
、

　

市
の
事
業
に
よ
り
特
に
利
益
を

　
受
け
る
者
か
ら
、
そ
の
受
益
の
限

　

度
に
お
い
て
徴
収
さ
れ
る
も
の
。

　

負
担
金
は
、
地
方
公
共
団
体
が
、

　
他
の
市
や
住
民
に
課
す
る
も
の
で

　

健
康
診
断
受
診
者
負
担
金
が
代

　
表
的
な
も
の

■
地
方
交
付
税･･･

所
得
税
な
ど
の

　
国
税
の
う
ち
一
定
の
割
合
を
、
市

　
の
状
況
に
応
じ
て
国
か
ら
配
分
さ

　
れ
る
お
金

■
市
債･･･

市
が
建
設
事
業
な
ど
の

　
財
源
と
す
る
た
め
の
長
期
の
借
入

　
金
で
、
償
還
が
一
会
計
年
度
を
超

　
え
る
も
の

■
国
庫
支
出
金･･･

国
か
ら
支
出
さ

　
れ
る
、
原
則
的
に
使
途
が
特
定
さ

　
れ
て
い
る
負
担
金
、
補
助
金
、
交

　
付
金
、
委
託
金
な
ど

■
地
方
譲
与
税･･･

国
が
国
税
と
し

　
て
徴
収
し
、
そ
の
ま
ま
地
方
公
共

　
団
体
に
対
し
て
譲
与
す
る
税

■
各
種
交
付
金･･･

国
税
と
し
て
国

　
が
徴
収
し
た
財
源
を
、
一
定
の
合

　
理
的
基
準
に
よ
っ
て
地
方
公
共
団

　
体
に
再
配
分
さ
れ
る
お
金

【
歳　
出
】

■
総
務
費･･･

人
事
管
理
や
財
産
管

　

理
、
企
画
調
整
や
地
域
振
興
、
税

　

務
事
務
な
ど
に
使
わ
れ
た
お
金

■
民
生
費･･･
高
齢
者
や
障
が
い

　
者
、
児
童
福
祉
の
推
進
な
ど
に
使

　
わ
れ
た
お
金

■
土
木
費･･･

道
路
や
河
川
、
新
幹

　

線
な
ど
の
整
備
に
使
わ
れ
た
お
金

■
教
育
費･･･

小
中
学
校
の
管
理
運

　

営
や
施
設
整
備
、
お
よ
び
生
涯

　

学
習
の
推
進
な
ど
に
使
わ
れ
た

　
お
金

■
公
債
費･･･

こ
れ
ま
で
に
公
共
事

　

業
な
ど
で
借
り
入
れ
た
お
金
の
返

　
済
に
使
わ
れ
た
お
金

■
商
工
費･･･

商
業
や
観
光
の
振
興

　

お
よ
び
企
業
の
誘
致
な
ど
に
使

　
わ
れ
た
お
金

■
衛
生
費･･･

ご
み
の
処
理
や
健
康

　

増
進
事
業
な
ど
に
使
わ
れ
た
お
金

■
農
林
水
産
業
費･･･

農
業
、林
業
、

　

畜
産
な
ど
の
振
興
に
使
わ
れ
た

　
お
金

■
消
防
費･･･

消
防
団
の
運
営
や
常

　

備
消
防
の
維
持
な
ど
、
消
防
活

　

動
や
救
急
活
動
に
使
わ
れ
た
お
金

■
議
会
費･･･

議
会
運
営
に
使
わ
れ

　
た
お
金

■
労
働
費･･･

労
働
行
政
に
使
わ
れ

　
た
お
金

■
災
害
復
旧
費･･･

災
害
復
旧
の
た

　
め
に
使
わ
れ
た
お
金

用
語
解
説

用
語
解
説

平
成
28
年
度
の
普
通
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
（
収

入
）
１
５
２
億
７
８
１
１
万
円
、
歳
出
（
支
出
）

１
４
４
億
６
９
３
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

（
１
万
円
未
満
四
捨
五
入
に
よ
り
端
数
処
理
）

■市税の内訳
税　目 決算額 構成比 増減率

固定資産税 13億 3941万 51.8％ 17.6％⇧
市　 民　 税 9億 1412万 35.4％ 2.1％⬇
市たばこ税 1億 6521万 6.4％ 3.1％⬇
軽自動車税 8646万 3.3％ 20.6％⇧
都市計画税 6999万 2.7％ 24.7％⇧
入　 湯　 税 946万 0.4％ 6.1％⬇

平成 28 年度　普通会計・特別会計決算

歳
入

普通会計とは―――
一般会計、福祉企業センター特別会計、ケーブ
ルテレビ事業特別会計をあわせたものです。

　飯山市の平成 28年度普通会計および特別会計決算
がまとまりました。今回はその状況をお知らせします。

平成 28 年度
普通会計・特別会計

決 算
　

普
通
会
計
の
歳
入
に
つ
い
て
、

市
税
は
新
幹
線
関
連
に
よ
る
固
定

資
産
税
の
増
な
ど
に
よ
り
前
年
度

比
８・５
㌫
増
の
25
億
８
４
６
５
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
地
方
交
付

税
は
49
億
５
５
２
０
万
円
で
普

通
交
付
税
が
前
年
度
比
５・４
㌫

の
減
、
特
別
交
付
税
は
３・８
㌫

の
減
と
な
り
、
あ
わ
せ
て
５・２

㌫
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
文
化

交
流
館
建
設
等
大
型
事
業
の
完

了
に
伴
い
、
市
債
は
前
年
度
比

60
・
５
㌫
減
の
14
億
５
１
０
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
併
せ
て
、
国
か

ら
の
補
助
金
に
当
た
る
国
庫
支

出
金
に
つ
い
て
も
41
・
２
㌫
減
の

10
億
６
１
６
９
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、「
ふ
る
さ
と
寄
付
金
推

進
事
業
」
の
取
組
な
ど
に
よ
る
寄

付
金
は
前
年
度
比
36
・
０
㌫
減

の
11
億
３
５
２
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

歳
出

　

普
通
会
計
の
歳
出
は
、
普
通

建
設
事
業
費
が
19
億
８
４
７
７
万

円
で
前
年
度
比
62
・
１
㌫
の
減
と

な
り
ま
し
た
。
区
画
整
理
な
ど
の

新
幹
線
関
連
事
業
等
が
概
ね
完

了
し
た
こ
と
に
よ
り
減
額
と
な
っ

た
も
の
で
す
。
物
件
費
に
つ
い
て

は
ふ
る
さ
と
寄
付
金
の
減
少
な
ど

に
よ
り
前
年
度
比
15
・
４
㌫
減
の

25
億
５
３
４
３
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
積
立
金
は
前
年
比
29
・

４
㌫
減
の
８
億
８
４
５
１
万
円
、

維
持
補
修
費
に
つ
い
て
は
、
前
年

度
の
寡
雪
に
よ
る
影
響
に
よ
り
、

63
・
１
㌫
増
の
７
億
１
４
８
９
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

普
通
会
計
以
外
の
特
別
会
計

（
６
㌻
参
照
）
に
つ
い
て
も
全
会
計

に
お
い
て
黒
字
決
算
を
計
上
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

飯
山
市
に
お
け
る
健
全
化
判

断
比
率
（
７
㌻
参
照
）
は
、
実
質

公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
比
率

共
に
前
年
度
と
比
較
し
て
改
善

し
、
健
全
な
財
政
状
況
と
な
り
ま

し
た
。

　

な
お
基
金
残
高
は
、
新
幹
線

関
連
事
業
が
ほ
ぼ
完
了
を
迎
え

た
こ
と
か
ら
、
基
金
の
取
り
崩
し

が
減
り
、
ふ
る
さ
と
寄
付
金
な

ど
に
よ
る
積
立
を
行
っ
た
こ
と
か

ら
、
前
年
度
比
12
・
６
㌫
増
の

42
億
２
７
３
８
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

普
通
会
計
地
方
債
残
高
は
、

過
疎
対
策
事
業
に
伴
う
新
た

な
過
疎
債
の
借
入
れ
等
に
よ

り
、
前
年
度
比
３・
５
㌫
増
の

１
２
２
億
４
６
５
４
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
後
も
国
・
県
の
動
向
や
、
経

済
状
況
な
ど
に
注
視
し
つ
つ
適
切

な
長
期
財
政
推
計
に
基
づ
い
た
節

度
あ
る
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

歳入
（普通会計）

（普通会計）

地方交付税
32.4％

地方譲与税・各種交付金
（地方譲与税、利子割交付金、配当
割交付金、株式等譲渡所得割交付
金、地方消費税交付金、自動車交
付金、地方特例交付金、交通安全
交付金）　4.2％

市　税
16.9％

分担金・負担金など
（分担金・負担金、使用
料 ･ 手数料、財産収入、
寄付金、繰入金、繰越金）
　20.1％

市債
9.2％

国庫支出金 
6.9％

県支出金4.7％

※グラフ内の％は構成比です。

諸収入
5.6％歳出合計

144億6,939万円
27 年度比
20.5%減

土木費
16.3％

民生費
21.8％

議会費・労働費 ･
災害復旧費 1.0％

公債費
7.2％

総務費
22.8％

教育費
11.0％

衛生費 
5.5％

商工費
6.3％

農林水産業費 5.1％

消防費 3.0％

※グラフ内の％は構成比です。



　

来
年
４
月
か
ら
新
規
に
保
育

園
へ
の
入
園
を
希
望
さ
れ
る
お
子

さ
ん
の
申
請
に
必
要
な
書
類
の
配

布
を
開
始
し
ま
す
。
受
付
期
間
内

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
新
規

の
お
申
し
込
み
の
ほ
か
、
現
在
の

保
育
園
か
ら
他
園
に
移
り
た
い
場

合
、
年
度
途
中
か
ら
入
園
を
希
望

す
る
場
合
な
ど
も
、
こ
の
期
間
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
数
が
定
員
を
超
え

る
場
合
、
希
望
に
添
え
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

◆
認
定
申
請
受
付
期
間

　
10
月
23
日
㈪
〜
11
月
６
日
㈪

◆
書
類
配
布
及
び
受
付
場
所

　
各
保
育
園
・
子
ど
も
育
成
課

※
幼
稚
園
へ
の
入
園
希
望
は
、
直

接
幼
稚
園
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

飯
山
中
央
幼
稚
園
☎
62
２
６
７
９

　

保
育
園
に
入
園
す
る
に
は
、
以

下
の
条
件
全
て
を
満
た
し
て
い
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
保
護
者
及
び
児
童
が
飯
山
市

　
に
住
民
票
を
有
し
て
い
る

■
満
１
歳
に
到
達
し
て
い
る
（
め

　
ぐ
み
保
育
園
は
６
ヵ
月
）
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実質赤字比率、連結実質赤字比率
　実質赤字額がないため（黒字のため）「－」で表示しています。
実質公債費比率、将来負担比率
　前年に比べ実質公債費比率は 0.4 ポイント減少、将来負担比率
は 12.3 ポイント減少しました。いずれの数値も国が定めた財政
悪化を示す基準に達しておらず、健全な財政状況であると言えま
す。

実質赤字比率･･･一般会計などを対象とした実質赤字
　額の標準財政規模に対する比率です。
連結実質赤字比率･･･全会計を対象とした実質赤字額
　の標準財政規模に対する比率です。
実質公債費比率･･･地方公共団体の収入に対する借金
　返済額の比率を示すもので、普通会計の公債費に下
　水道特別会計や水道事業会計などへの繰出金（公債
　費相当）と岳北広域等への分担金（公債費相当）を
　加算し、財政負担の度合いを判断するものです。
　　18％を超えると地方債発行について国や県の許
　可が必要となります。
将来負担比率･･･地方公共団体の一般会計などの借入
　金（地方債）や将来支払っていく可能性のある負担
　などの残高を現時点で指標化し、将来財政を圧迫す
　る可能性の度合いを示す比率です。
　　350％を超えると健全化計画を策定し、財政の健
　全化を図らなければなりません。

平成 28 年度決算に基づく
健全化判断比率など

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基
づき、飯山市の健全化判断比率（実質赤字比率、連結
実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率の４指
標の総称）と、公営企業の資金不足比率を公表します。

指　　標 27年度 28年度 早期健全化
基準

財政再生
基準

実 質 赤 字 比 率 ― ― 13.83％ 20.00％

連結実質赤字比率 ― ― 18.83％ 30.00％

実質公債費比率 11.1% 10.7％ 25.0％ 35.0％

将 来 負 担 比 率 55.9% 43.6％ 350.0％

【健全化判断比率】

飯山市の財政状況（健全化判断比率等）

　健全化判断比率には、「早期健全化基準」と「財政再生基準」
があり、4指標のうち各基準を 1つでも上回ると「早期健全化
団体」、「財政再生団体」へと移行し、財政健全化計画の策定な
どが義務付けられています。

健全化判断基準とは ･･･

　決算において資金不足を生じた公営企業がないた
め該当ありません。「資金不足比率」は各公営企業
の資金不足額が、事業規模に対してどの程度あるか
を示す数値で、基準値を超えると「経営健全化計画」
を定める必要があります。

【資金不足比率】

平成 28 年度　普通会計・特別会計決算

主な使い道平 成 28 年 度
普通会計決算

特徴的な事業、生活に身近な事業
（１万円未満四捨五入）

衛　 生 　費

教　 育　 費

農林水産業費

総　 務　 費

消　 防　 費

土　 木　 費 民　 生 　費
○除雪対策費・除雪機械整備（6億 3590万円）
○区画整理・駅周辺整備関連事業（3億5377万円）
○道路新設・改良事業（1億 7268万円）
○市営住宅整備事業（4810万円）
○協働のみちづくり事業（2469万円）
○移住定住推進事業（2395万円）

商　 工　 費
○信越自然郷ＤＭＯ推進事業（6348万円）
○観光局運営事業（4000万円）
○広域観光推進事業（1570万円）
○雇用促進住宅取得事業（1430万円）
○起業支援ネットワーク推進事業（1053万円）
○活力ある商業振興支援事業（759万円）

○岳北広域分担金（衛生関係）（3億 1671万円）
○地域中核医療機関支援事業（1億 3413万円）
○検査・予防接種関係事業（9762万円）
○リサイクル推進事業（2783万円）
○医師招聘推進事業（558万円）
○環境・ごみ減量・再資源化推進事業（223万円）

○介護・訓練等給付事業（4億 3814万円）
○児童手当給付事業（2億 8899万円）
○後期高齢者医療市町村負担事業（2億8531万円）
○保育所運営事業（2億 933万円）
○医療給付事業（1億 1114万円）
○老人施設入所措置事業（5911万円）

○中学校給食センター移転事業（5億1559万円）
○城南中学校移転事業（1億 2827万円）
○スポーツ振興事業（1730万円）
○中学校スクールバス運行事業（1658万円）
○学力向上総合対策事業（993万円）
○小中学校ＩＣＴ教育推進事業（449万円）

○ふるさと寄付金推進事業（10億4797万円）
○公共交通運行事業（7448万円）
○コミュニティ助成事業（2220万円）
○区長行政事務委託事業（2090万円）
○地域おこし協力隊事業（647万円）
○輝く地域づくり支援事業（285万円）

○非常備消防運営事業（7006万円）
○消防防災施設整備事業（2557万円）
○災害対策事業（502万円）
○非常備消防活動服整備事業（399万円）
○消防施設管理事業（39万円）

○強い農業づくり交付金事業（1億3500万円）
○中山間地域等直接支払い事業（8060万円）
○農村多面的機能支払交付金事業（7063万円）
○協働のむらづくり事業（670万円）
○新規就農総合支援事業（550万円）
○農産物販売推進事業（213万円）

特別会計名 　　歳　入 　　歳　出 　差引残額
公 共 下 水 道 事 業 7億 9510万円 7億 7493万円 2017万円
国 民 健 康 保 険 29億 1832万円 29億 1331万円 501万円
特定環境保全公共下水道事業 3億 7664万円 3億 6545万円 1119万円
簡 易 水 道 等 3億 1059万円 1億 8622万円 1億 2437万円
介 護 サ ー ビ ス 事 業 837万円 837万円 0円
農 業 集 落 排 水 事 業 3億 4350万円 3億 3596万円 754万円
介 護 保 険 27億 9293万円 27億 5168万円 4125万円
後 期 高 齢 者 医 療 2億 4002万円 2億 3848万円 154万円
駐 車 場 事 業 2779万円 2045万円 734万円

特別会計決算
○いずれも普通会計に算入していないものです。
○上水道事業特別会計は８ページでお知らせ
　しています。

「○」一日実施、　「△」13:00まで実施、　「×」未実施

市
内
各
保
育
園
・
子
ど
も
育
成
課 
子
育
て
支
援
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
６
３

保
育
園
入
園
の
ご
案
内

申
込
み

保
育
園
に
入
園
す
る
に
は

園 名 定 員 延長保育 土 曜 休 日 連絡先
し ろ や ま 60 7:30～19:00 ○ ○ 62-5595
あ き は 70 7:30～19:00 △ × 62-2461
木 島 100 7:30～19:00 ○ × 62-5888
秋 津 70 7:30～19:00 △ × 62-0476
いずみだい 70 7:30～19:00 △ × 62-5889
常 盤 80 7:30～19:00 △ × 62-5804
瑞 穂 60 7:30～19:00 △ × 65-2515
と が り 100 7:30～19:00 ○ ○ 65-4250
し ら か ば 30 7:30～19:00 △ × 子ども育成課
めぐみ（私） 150 7:00～19:30 ○ × 62-2129

■
以
降
に
記
載
の
認
定
を
受
け
て

　
い
る

※
認
定
を
受
け
る
に
は
、
保
護
者

が
次
の
い
ず
れ
か
の
事
由
に
該
当

す
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

①
就
労
・
就
学

②
妊
娠
・
出
産
・
育
児

③
病
気
・
障
害
・
親
族
の
介
護

④
求
職
活
動　
な
ど

　

認
定
を
受
け
る
た
め
の
事
由
や

期
間
等
、
詳
し
く
は
、
入
園
案
内

の
資
料
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

飯
山
市
で
は
第
３
子
以
降
の
保
育

料
を
無
料
と
し
て
い
ま
す
。

 平成 28 年度

※しらかば保育園は、今年度休園中です

飯
山
市
内
保
育
園
一
覧
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年度末の給水戸数 6,429 戸
内

訳

家 庭 5,793 戸
事業所・工場 540戸
官公署・団体他 96戸

年 度 末 の 給 水 人 口 1万 6819人
年 間 の 総 配 水 量 230万 6979㎥
1 ヵ月の平均配水量 19万 2248㎥
年 間 の 有 収 水 量 182万 7285㎥
1ヵ月の平均有収水量 15万 2274㎥
有 収 率 79.2％

有収水量：水道料金請求の対象となった水量

平成 28年度　上水道事業の給水状況

　

水
道
事
業
は
、
地
方
公
営
企
業
と
し
て
常
に
経
済
性
を
発
揮
し
な
が
ら
、
計
画
的

に
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
老
朽
管
更
新
工
事
や
、
漏
水
個
所
の
特

定
と
修
理
等
を
着
実
に
行
い
有
収
率
の
向
上
を
図
り
、
経
営
の
改
善
に
努
め
ま
す
。

今
後
も
「
安
心
・
安
全
で
お
い
し
い
水
の
安
定
的
な
供
給
」
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
市

営
水
道
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○借入金は、水源開発や施設・設備の新設、更新を行うための財源として借入れた
　お金です。借入残高は、平成12年度ピーク時に比べ概ね3割程度となっています。

○水道料金は、加入されている皆さんにお支払いいただいているお金です。人口減
　少や節水意識の向上などにより年々減少しています。

○現金預金等は、将来の施設・設備の更新等に使うために蓄えているお金です。

○建設改良費は、施設・設備の新設、更新を行った費用です。必要に応じ老朽化が
　進んでいる施設等の更新を行っています。

○平成26年度から新たな会計基準の適用の影響により、純利益は増加していますが、
　償却資産の取得に係る補助金等の収益化に伴い増加する利益は現金収入を伴わな
　い会計上の利益であり、経営を資金面で好転させるものではありません。

――
安
心
・
安
全
で
お
い
し
い
水
の
安
定
的
な
供
給
を

安
心
・
安
全
で
お
い
し
い
水
の
安
定
的
な
供
給
を
――

H24 H25 H26 H27 H28
　　　　企業債（借入金）
　　　　 元金残高 1711 1513 1416 1317 1216

　　　　給水収益
　　　　（水道料金） 416 400 394 394 393

　　　　流動資産額
　　　　（現金預金等） 324 373 488 487 635

　　　　建設改良費
　　　　　支出額 188 314 421 65 34

　　　　純利益 61 43 127 114 117

◆平成24年度から平成28年度までの　経営状況（単位：100万円・税抜）

＊

　

水
道
事
業
は
、
地
方
公
営
企
業
と
し
て
常
に
経
済
性
を
発
揮
し
な
が
ら
、
計
画
的

に
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
老
朽
管
更
新
工
事
や
、
漏
水
個
所
の
特

上
水
道
事
業
の
経
営
状
況
（
決
算
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

経営戦略策定に着手しています
　中長期の施設の更新需要や財政収支の見通しを踏まえたう
え、水の安定供給と事業経営の健全化を図るため、今年度か
ら2ヵ年をかけて上水道事業の経営戦略を策定します。
　今年度は水源や配水池における老朽化の進行状況を把握す
るため機能調査を実施します。

策定スケジュール（予定）
時　期 内　容

29年度 8月～ 配水池等の施設機能調査、将来見通し
の把握

30年度
～11月 更新基準・管路の重点部分の設定等に

よる将来見通しの見直し
12月 経営戦略（案）の公表
3月 経営戦略の公表

平成 28 年度　上水道事業決算

市
内
高
齢
者
の
方
を
祝
賀
訪
問

長
寿
を
お
祝
い
し
て

インフルエンザ予防接種についてお知らせします
保健福祉課 健康増進係 ☎ 62-3111 内線 181・182・187・174

子どものインフルエンザ予防接種費用を補助
　今年度より、子育て世帯の負担軽減と子どもの健康増進
のため、子どものインフルエンザ予防接種費用の一部を補
助します。
■対 象 者　　飯山市に住所があり、接種日現在で1歳以上
　　　　　　　中学3年生までの子ども
■実施期間　　平成29年10月1日～平成30年3月31日
■補助金額　　1人1回につき上限2,000円（接種費用が
　　　　　　　2,000円に満たない場合はその実費）
　　　　　　　12歳以下は2回まで、13歳以上は1回まで
　　　　　　　補助します
■申込み方法　下記の医療機関に直接お申込みください

高齢者のインフルエンザ予防接種実施
　今年度も、インフルエンザの予防接種が始まります。希
望される方は各医療機関へお申し込みのうえ接種をお願い
します。
■対象者
　飯山市に住所がある方で、
　①接種日現在で65歳以上
　②60歳以上65歳未満の方で心臓、腎臓、呼吸器等に重
　　い病気のある方（身体障害者手帳1級程度）
■実施期間　平成29年10月1日～平成30年3月31日
　（医療機関により異なる場合があります。飯山赤十字病院は
　　11月1日から受付となります）
■接種費用　1,000円（1人1回に限ります）
■申込み方法　医療機関に直接お申込みください
■接種できる市内医療機関

医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号
飯山赤十字病院 62-4195 片塩医院 62-2136
小田切医院 62-2039 いいやま診療所 67-0100
服部医院 62-2816 戸狩診療所 65-3995
清水医院 62-2351 みゆき会クリニック 63-2560

畑山医院 67-2888 今井こども医院
（中野市） 0269-24-7755

※飯山赤十字病院は完全予約制となります。
※接種の際は必ず医療機関へ確認・予約をしてください。
※接種の時は保護者が同伴し、必ず母子手帳をお持ちくだ
　さい。
■指定医療機関以外で予防接種を受ける方
　接種後、市への補助申請の手続きが必要になります。詳しく
　は保健福祉課健康増進係にお問い合せください。

医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号
飯山赤十字病院 62-4195 片塩医院 62-2136
小田切医院 62-2039 北信州診療所 65-1200
服部医院 62-2816 いいやま診療所 67-0100
清水医院 62-2351 戸狩診療所 65-3995
畑山医院 67-2888 みゆき会クリニック 63-2560

■市外・県外で予防接種を希望する方
　飯山市に住民登録を有する方が病院や施設等に入院、入所
　しているため、市外または県外での接種を希望する場合は保
　健福祉課健康増進係にお問い合せください。

　

９
月
25
日
か
ら
29
日
に
か
け
、

市
内
の
ご
長
寿
の
お
宅
を
祝
賀
訪

問
し
ま
し
た
。こ
の
訪
問
は
毎
年
、

敬
老
の
日
の
記
念
と
し
て
行
わ
れ

て
お
り
、
祝
状
、
祝
品
の
贈
呈
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
１
０
０
歳
に
な
ら
れ
る

方
は
７
名
で
、
そ
の
う
ち
ご
希
望

の
あ
っ
た
２
名
の
お
宅
と
市
内
で

最
高
齢
の
方
１
名
の
お
宅
に
伺
い

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

佐
藤 

ト
ミ
エ 

さ
ん（
常
盤
地
区
小
沼
）

髙
橋 

敏
子 

さ
ん（
飯
山
地
区
愛
宕
町
）

月
岡 

ヨ
シ
ノ 

さ
ん（
太
田
地
区
大
深
）

関
吉 

行
雄 

さ
ん（
木
島
地
区
上
新
田
）

清
水 

い
つ 

さ
ん（
太
田
地
区
大
深
）

伊
藤 

竹
子 

さ
ん（
飯
山
地
区
肴
町
）

小
野
沢 

み
と
り 

さ
ん（
太
田
地
区
五
束
）

市
内
最
高
齢
（
１
０
９
歳
）

佐
藤 

志
ず 

さ
ん（
木
島
地
区
天
神
堂
）

　
皆
さ
ん
、
ご
長
寿
、
本
当
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
体
に

気
を
つ
け
、
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま

す
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

県 3位のご長寿 佐藤志ずさん

ま
し
た
。

選手たちが市長に報告
長野県障がい者スポーツ大会出場選手

　
９
月
10
日
に
松
本
市
で
開

催
さ
れ
た
第
17
回
長
野
県
障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
。
好

成
績
を
収
め
た

選
手
た
ち
が
10

月
２
日
に
市
役

所
を
訪
れ
、
市

長
に
成
績
報
告

を
行
い
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
（
関
谷
勝
さ

ん
・
元
山
伊
津

子
さ
ん
・
和
里

田
一
秀
さ
ん
・
小

山
忠
夫
さ
ん
・
山
崎
正
孝
さ

ん
）
は
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
。

高
澤
健
さ
ん
は
卓
球
で
金

メ
ダ
ル
。
唐
木
優
気
さ
ん
・

齊
藤
正
臣
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ

４
０
０
㍍
走
と
１
０
０
㍍
走

に
出
場
し
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
ま
し
た
。
竹
田
光
一
さ
ん

は
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
で

金
メ
ダ
ル
を
獲
得
。
竹
田
さ

ん
は
今
月
28
日
か
ら
愛
媛
県

で
開
催
さ
れ
る
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
長
野
県
代

表
と
し
て
出
場
さ
れ
ま
す
。

0
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男
性
の
た
め
の
料
理
教
室

参
加
者
募
集
！

　

飯
山
市
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
に
よ
る
「
男
性
の
た
め
の
料

理
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
11
月
17
日
㈮

午
前
10
時
か
ら
午
後
１
時

■
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
室

■
対
象　
市
内
在
住
の
成
人
男
性

　
先
着
20
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
参
加
費　
３
０
０
円

■
申
込
期
限　
11
月
10
日
㈮

保
健
福
祉
課 

健
康
増
進
係

☎
内
線
１
８
７

市
民
環
境
課 

国
保
年
金
係

☎
内
線
１
５
４

野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
野
外
に
お
い
て
、ご
み
（
廃
棄
物
）

を
適
法
な
焼
却
施
設
以
外
で
焼
却

す
る
こ
と
を
「
野
焼
き
」
と
い
い
ま

す
が
、
こ
の
行
為
は
法
律
に
よ
り
禁

止
さ
れ
て
お
り
、
犯
罪
に
あ
た
り
ま

す
。
野
焼
き
は
地
面
の
上
で
ご
み
を

燃
や
す
こ
と
だ
け
で
な
く
、
地
面
に

掘
っ
た
穴
・
ド
ラ
ム
缶
・
ブ
ロ
ッ
ク

の
囲
い
・
法
に
適
合
し
な
い
焼
却
炉

等
で
ご
み
を
燃
や
す
こ
と
も
含
ま
れ

ま
す
。

　

違
反
す
る
と
、
５
年
以
下
の
懲
役

市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係

☎
内
線
１
９
１・１
９
２

も
し
く
は
１
千
万
円
（
法
人
は
３
億

円
）
以
下
の
罰
金
、
ま
た
は
そ
の
両

方
が
科
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
、
市

内
で
家
庭
ご
み
等
の
野
焼
き
で
検
挙

に
つ
な
が
っ
た
例
で
は
数
十
万
円
単

位
で
罰
金
が
科
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
農
業
等
を
営
む
た
め
、
や

む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ
る

焼
却
、
風
俗
慣
習
上
の
行
事
を
行

う
た
め
な
ど
例
外
的
に
認
め
ら
れ
て

い
る
行
為
で
も
、
焼
却
量
・
風
向
き・

時
間
帯
等
に
注
意
し
て
行
う
こ
と
が

必
要
で
す
。
苦
情
が
あ
っ
た
と
き
、

市
で
は
警
察
と
も
連
携
し
、
現
場
を

確
認
し
た
り
指
導
し
た
り
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

農
耕
ト
ラ
ク
タ
ー
や
小
型
特
殊
自

動
車
を
お
持
ち
の
方
は
注
意

ナ
ン
バ
ー
の
装
着
が
必
要
で
す

　

原
付
バ
イ
ク
、
農
耕
作
業
車

（
乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ
イ
ン
、

田
植
機
等
）
や
小
型
特
殊
自
動

車
（
シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
等
）
は
、
車

両
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
に
対
し

て
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す

の
で
、
公
道
を
走
る
か
走
ら
な
い

か
は
課
税
の
要
件
と
は
関
係
あ
り

ま
せ
ん
。
公
道
を
走
ら
な
い
場
合

で
も
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
装
着

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

税
務
課 

市
民
税
係

☎
内
線
１
６
１・１
６
２

ナ
ン
バ
ー
を
装
着
し
て
い
な
い
車

両
を
お
持
ち
の
方
は
、
至
急
税
務

課
で
登
録
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
登
録
手
続
き
を
す
る

際
に
は
車
台
番
号
と
車
名
、印
鑑
、

販
売
証
明
書
等
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
不
明
な
点
は
税
務
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
ま

し
た

　

公
益
財
団
法
人
長
野
県
市
町

村
振
興
協
会
が
実
施
し
て
い
る

「
地
域
活
動
助
成
事
業
」
を
活
用

し
、
飯
山
市
消
防
団
が
防
寒
着

95
着
を
、
中
曽
根
区
（
外
様
地

区
）
が
お
祭
り
用
具
を
整
備
し
ま

し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
社
会

貢
献
広
報
事
業
の
一
環
と
し
て
、

地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住

民
福
祉
の
向
上
を
目
的
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

庶
務
課 

庶
務
係

☎
内
線
３
３
６

平
成
30
年
４
月
か
ら

国
民
健
康
保
険
制
度
が
変
わ
り

ま
す

　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
現

在
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
保
険
者
と

し
て
運
営
し
て
い
ま
す
が
、
平
成

30
年
４
月
か
ら
は
都
道
府
県
が
財

政
運
営
の
責
任
主
体
と
し
て
、
市

町
村
と
と
も
に
国
民
健
康
保
険

制
度
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
安
定
的
な
財
政

や
事
業
運
営
を
確
保
し
、
将
来
に

わ
た
っ
て
制
度
の
安
定
化
を
図
り

ま
す
。 市

民
環
境
課 

国
保
年
金
係

☎
内
線
１
５
４

都
道
府
県
の
主
な
役
割

○
財
政
運
営
の
責
任
主
体

○
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
に

　

基
づ
き
、
事
務
の
効
率
化
、
標

　

準
化
、
広
域
化
を
推
進

○
市
町
村
ご
と
の
標
準
保
険
料

　

率
を
算
定
・
公
表

○
保
険
給
付
費
等
交
付
金
の
市

　
町
村
へ
の
支
払
い

市
町
村
の
主
な
役
割

○
国
保
事
業
費
納
付
金
を
都
道

　

府
県
に
納
付

○
資
格
を
管
理
（
各
種
届
出
の
受

　

付
、
被
保
険
者
証
等
の
発
行
）

○
標
準
保
険
料
率
を
参
考
に
保

　

険
料
（
税
）
率
を
決
定

○
保
険
料
（
税
）
の
賦
課
・
徴
収

○
保
険
給
付
の
決
定
、
支
払
い

■
国
民
健
康
保
険
の
運
営
に
必

　
要
な
資
金
管
理
の
責
任
主
体

　
は
、
都
道
府
県
に
な
り
ま
す
。

■
国
保
加
入
や
脱
退
の
資
格
手

　
続
き
や
保
険
証
の
発
行
、
保

　
険
料
（
税
）
賦
課
・
徴
収
な
ど

　
の
身
近
な
窓
口
は
今
ま
で
ど
お

　
り
市
町
村
で
行
い
ま
す
。

■
制
度
改
正
の
内
容
等
に
つ
い
て

　
は
今
後
も
順
次
お
知
ら
せ
い
た

　
し
ま
す
。

医
療
費
通
知
を
お
送
り
し
て
い
ま

す
　

被
保
険
者
の
皆
様
に
国
民
健
康

保
険
の
役
割
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
健
康
の
大
切
さ
に

整備された旗竿、防寒着

Information お知らせ 飯山市役所☎ 62-3111

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

〜
行
政
相
談
週
間
〜

　

10
月
16
日
㈪
か
ら
22
日
㈰
ま

で
の
一
週
間
は
、
行
政
相
談
制
度

に
関
す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
る

た
め
の
「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

　

行
政
相
談
制
度
と
は
、
身
近
な

相
談
窓
口
で
あ
る
行
政
相
談
委
員

が
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
苦

情
や
意
見
・
要
望
な
ど
に
つ
い
て

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
相
談
を
受
け

付
け
、
必
要
な
助
言
・
関
係
行
政

機
関
に
通
知
す
る
こ
と
な
ど
で
解

決
や
実
現
を
目
指
す
と
さ
れ
る
制

度
で
す
。

　
「
行
政
相
談
委
員
」
は
、
総
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
の
有

識
者
で
、
飯
山
市
で
は
飯
山
地
区

神
明
町
区
の
堀
内
清
司
さ
ん
（
☎

62
３
８
３
１
）
が
委
嘱
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

毎
月
20
日
午
前
９
時
〜
午
後

３
時
（
㈯
㈰
㈷
の
場
合
は
そ
の
翌

平
日
）
に
飯
山
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
62
２
８
４
０
）
で
開
催
さ
れ
る

総
合
相
談
の
ほ
か
、
堀
内
相
談
員

の
自
宅
や
電
話
で
も
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

庶
務
課 

秘
書
係

☎
内
線
３
３
７

チ
ャ
レ
ン
ジ
体
力
測
定

参
加
者
募
集
！

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
体
力
測
定
で
は
、
ト

レ
ー
ニン
グ
マシ
ン
な
ど
で
、
下
半
身

の
筋
力
や
持
久
力
、
柔
軟
性
な
ど

13
項
目
を
測
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ト
レ
ー
ニン
グ
方
法
の
紹

介
や
、
定
期
的
に
再
測
定
も
行
い
ま

す
。自
分
の
体
力
を
知
り
、体
力
ア
ッ

プ
に
チ
ャレン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
測
定
日

第
２
回
目　
11
月
17
日
㈮

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

※
２
名
以
上
の
参
加
者
で
開
催
し

保
健
福
祉
課 

健
康
増
進
係

☎
内
線
１
８
７・１
８
１・１
８
２

ま
す
（
事
前
の
申
込
み
が
必
要
）

■
定
員　
14
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
場
所　
飯
山
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　
18
歳
以
上
の
方

　
（
心
臓
疾
患
を
現
在
治
療
中
、

　
過
去
に
治
療
さ
れ
た
方
は
参
加

　
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
他
、
治
療

　
中
の
方
は
、
主
治
医
に
ご
相
談

　
く
だ
さ
い
。）

■
申
込
期
限　
11
月
10
日
㈮

■
測
定
項
目

　
身
長
、体
重
、体
脂
肪
率
、腹
囲
、

　
血
圧
、
握
力
、
持
久
力
、
下
肢

　
筋
力
、
柔
軟
性
、
動
的
バ
ラ
ン

　
ス
、
俊
敏
性　
等

■
参
加
費　
無
料

除
雪
作
業
員
を
募
集
し
ま
す

■
作
業
内
容　
市
道
除
雪
作
業
・

　
道
路
施
設
等
修
繕
作
業
等

■
募
集
人
数　
若
干
名

■
応
募
資
格　
65
歳
未
満
の
市

　
内
在
住
の
方
（
男
女
不
問
）

■
任
用
期
間　
12
月
１
日
〜
３
月
末

■
必
要
な
免
許
・
資
格　
普
通
・

　
大
型
特
殊
免
許
及
び
車
両
系

　
建
設
機
械
運
転
技
能
講
習
修

　
了
者

■
応
募
期
間
及
び
提
出
書
類

　
11
月
６
日
㈪
ま
で
に
、
履
歴
書

　
（
写
真
添
付
）
に
必
要
事
項
を

道
路
河
川
課 

維
持
係

☎
内
線
２
７
３

　
記
入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ

　
い
。

※
詳
し
く
は
道
路
河
川
課
維
持
係

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

脳
い
き
い
き
講
演
会
を
開
催
し

ま
す

　

65
歳
以
上
高
齢
者
の
約
４
人
に

１
人
が
認
知
症
、
ま
た
は
そ
の
予

備
群
と
言
わ
れ
る
中
、
認
知
症
に

な
っ
て
も
安
心
し
て
住
み
慣
れ
た

地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん

に
認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
知
識

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
内
線
１
８
３

や
認
知
症
の
人
と
の
接
し
方
を
理

解
し
て
い
た
だ
く
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
11
月
29
日
㈬

　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

（
午
後
１
時
30
分
か
ら
受
付
）

■
会
場

　
飯
山
市
公
民
館　
講
堂

■
講
演

　
認
知
症
高
齢
者
に
対
す
る
作
業

　
の
活
用

■
講
師

　
鹿
教
湯
病
院　
通
所
リ
ハ
ビ
リ

　
テ
ー
シ
ョ
ン

　
作
業
療
法
士　
石
原 

暢
昭 

氏

衆議院議員総選挙
10月22日㊐

棄権することなく投票に行きましょう

第4回
看護職の就職プレ相談会

【日時】11月21日（火）
　　　13:30～16:00（予約制）
【会場】ハローワーク長野
　　　会議室
【申込】
県看護協会へお電話ください

県看護協会 ☎ 0263-35-0067

つ
い
て
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
医
療
費
通
知
を
お
送
り
し
て

い
ま
す
。
今
年
も
10
月
と
12
月
に

各
３
ヵ
月
の
診
療
分
を
お
送
り
し

ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。な
お
、

診
療
科
に
よ
っ
て
は
記
載
さ
れ
な
い

も
の
も
あ
り
ま
す
。

確
定
申
告
等
の
医
療
費
控
除
の
際

は
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

医
療
費
通
知
に
も
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
国
民
健
康
保
険
の
医

療
費
通
知
は
、
確
定
申
告
等
の
医

療
費
控
除
の
領
収
書(

添
付
書
類)

と
し
て
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
医
療

費
控
除
を
受
け
る
際
は
、
医
療
機

関
が
発
行
し
た
領
収
書
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

人
間
ド
ッ
ク
補
助
金
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
35
歳
以
上
の
方
に
、
日
帰
り

ド
ッ
ク
で
２
万
円
、
１
泊
ド
ッ
ク

で
２
万
５
千
円
の
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
年
度
内

に
市
が
実
施
す
る
特
定
健
診
（
集

団
検
診
）
を
受
診
し
た
方
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。　

詳
し
く
は
、

市
民
環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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※市ではこのコーナーの有料広告を募集しています。詳しくは企画財政課　情報政策係（☎62-3111内線394）までお問い合わせください。

広
告
コ
ー
ナ
ー

第
11
回
森
林
セ
ラ
ピ
ー

森
林
体
験

森
が
癒
す
　
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ

　
日
頃
か
ら
外
出
の
機
会
が
少
な

か
っ
た
り
、
心
身
の
疲
れ
を
抱
え

て
い
る
方
。
ま
た
、森
林
セ
ラ
ピ
ー

を
学
び
、
町
お
こ
し
を
し
た
い
方
、

森
の
力
で
自
分
を
見
つ
め
、
自
分

の
力
を
実
感
し
て
み
た
い
方
、
吉

永
小
百
合
さ
ん
の
体
験
し
た
森
ヨ

ガ
を
し
て
み
た
い
方
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　
11
月
５
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

い
い
や
ま
温
森
の
会
（
武
田
）

☎
０
９
０-

７
８
４
８-

６
１
２
４

（
午
前
９
時
30
分
ま
で
に
市
役
所

正
面
入
口
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
）

■
場
所　
母
の
森

（
な
べ
く
ら
高
原
周
辺
）

■
内
容　

森
林
セ
ラ
ピ
ー
体
験
、

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
体
験
、
森
ヨ

ガ
体
験
・
広
場
に
て
昼
食
・
森

の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
（
珈
琲
、
お
茶

な
ど
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
）
・
森
林
セ

ラ
ピ
ー
に
つ
い
て
の
調
査
や
研
究

の
発
表
会

■
参
加
費

市
内
に
お
住
ま
い
の
方
は
無
料

■
定
員
30
名（
お
申
込
み
受
付
順
）

■
申
込
先

　
い
い
や
ま
温
森
の
会 

武
田
ま
で

平
成
30
年
版
県
民
手
帳
発
売

■
価
格　
１
冊
５
０
０
円（
税
込
）

■
時
期　
11
月
上
旬
（
予
定
）

■
場
所　
書
店
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー 

等

※
市
役
所
で
は
取
扱
い
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

長
野
県
統
計
協
会

☎
０
２
６-

２
３
２-

０
１
１
１

Information お知らせ 飯山市役所☎ 62-3111

65 歳以上対象　受診料無料（胸部レントゲン検診）
結核二次検診の日程
　保健福祉課 健康増進係 ☎ 62-3111 内線 181・182

実施日 地 区 会場名 受付時間

10/25
（水）

富倉 富倉地区活性化センター 9:00 ～  9:10

柳原
柳原地区活性化センター 9:30 ～ 10:00
笹川公民館 10:10 ～ 10:30

外様 外様地区活性化センター 10:40 ～ 11:10
太田 太田地区活性化センター 11:20 ～ 11:50

岡山
温井公民館 13:20 ～ 13:30
上境多目的センター 13:40 ～ 13:50
岡山地区活性化センター 14:10 ～ 14:30

10/26
（木）

木島
木島地区活性化センター 9:00 ～  9:30
天神堂農業出荷センター 9:40 ～ 10:00

瑞穂
瑞穂保育園 10:20 ～ 10:40
関沢農業生活改善センター 10:50 ～ 11:10

太田 勤労青少年ホーム 11:30 ～ 11:50

常盤
戸狩コミュニティセンター 13:00 ～ 13:20
常盤地区活性化センター 13:30 ～ 14:10
小沼構造改善センター 14:20 ～ 14:40

10/27
（金）

飯山
保健センター 9:00 ～ 10:00
しろやま保育園北側駐車場 10:15 ～ 10:45
上町児童センター 11:00 ～ 11:30

秋津
秋津地区活性化センター 13:00 ～ 13:40
中山根集落センター 13:50 ～ 14:20

対象者には事前に検診票を送付しますので、ご確認のうえ、都合
の良い会場で受診してください。

シ
ク
ロ
ク
ロ
ス
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
す

　

11
月
11
日
㈯
、
12
日
㈰
に
シ

ク
ロ
ク
ロ
ス
大
会
が
長
峰
運
動
公

園
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
シ
ク
ロ
ク
ロ
ス
と
は
、
主
に
個

人
の
体
力
、
運
転
技
術
等
を
競
う

オ
フ
ロ
ー
ド
の
自
転
車
競
技
で
、

特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
人
気

の
あ
る
も
の
で
す
。

　

11
日
は
夜
間
照
明
を
点
灯
し

て
の
ナ
イ
タ
ー
レ
ー
ス
、
12
日
は

デ
イ
レ
ー
ス
と
二
日
間
の
開
催
と

な
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
室

☎
内
線
３
５
４

　

12
日
の
レ
ー
ス
は
Ｊ
Ｃ
Ｘ
ナ

シ
ョ
ナ
ル
シ
リ
ー
ズ
の
レ
ー
ス
と

な
り
、
日
本
各
地
の
ト
ッ
プ
選
手

も
参
加
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
シ

ク
ロ
ク
ロ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
コ
ー
ス
管
理
等
の
お
手
伝
い
を

お
願
い
し
ま
す

　

併
せ
て
、
コ
ー
ス
管
理
（
落
車

等
の
連
絡
等
各
地
点
で
コ
ー
ス
の

管
理
を
行
う
方
）
の
お
手
伝
い
を

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
は
、

ス
ポ
ー
ツ
推
進
室
ま
で
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

差
押
物
件
の
公
売
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　

ヤ
フ
ー
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

に
て
、
市
税
滞
納
に
伴
う
差
押

物
件
の
公
売
を
実
施
し
ま
す
。
今

回
は
ジ
ッ
ポ
ー
ラ
イ
タ
ー
や
宝
飾

品
な
ど
多
数
出
品
予
定
で
す
。
日

程
は
左
記
の
と
お
り
で
、
物
件
の

詳
細
等
は
11
月
以
降
に
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
事
前
参
加
申
込

　
11
月
８
日
㈬
〜
21
日
㈫

■
入
札
期
間

　
11
月
28
日
㈫
〜
30
日
㈭

税
務
課 

収
税
係

☎
内
線
１
６
３

詳しくは、信越トレイ
ルオフィシャルサイト
をご確認ください

信
越
ト
レ
イ
ル
連
絡
会
主
催

信
越
ト
レ
イ
ル
登
録
ガ
イ
ド

説
明
会
・
自
然
歴
史
講
座

　

信
越
ト
レ
イ
ル
に
は
新
潟
県
・

長
野
県
内
に
住
む
約
40
名
の
登

録
ガ
イ
ド
が
お
り
、
ハ
イ
カ
ー
に

対
し
里
山
の
自
然
・
歴
史
・
文
化

に
つ
い
て
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

信
越
ト
レ
イ
ル
連
絡
会
で
は
、

こ
う
し
た
登
録
ガ
イ
ド
の
活
動
に

つ
い
て
、
ま
た
信
越
ト
レ
イ
ル
周

辺
の
自
然
・
歴
史
に
つ
い
て
よ
り

多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
の
説
明
会
・
自
然
歴
史
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
の
で
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
内
容

⑴
信
越
ト
レ
イ
ル
登
録
ガ
イ
ド
の

　
活
動
紹
介

⑵
ガ
イ
ド
に
よ
る
信
越
ト
レ
イ
ル

　
周
辺
の
自
然
・
歴
史
講
座

■
日
程

　
11
月
15
日
㈬
午
後
６
時
〜
８
時

■
会
場　

　
飯
山
市
公
民
館
１
０
１
会
議
室

■
参
加
費　
無
料

■
申
込
方
法　
電
話・メ
ー
ル 

等

信
越
ト
レ
イ
ル
連
絡
会
事
務
局

（
な
べ
く
ら
高
原
・
森
の
家
内
）

☎
69
２
８
８
８

　
　
　
　
　
飯
山
激
特
事
業

竣
工
30
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

飯
山
市
は
、
昭
和
57
年
樽
川

堤
防
の
決
壊
、
翌
58
年
の
千
曲
川

堤
防
の
決
壊
に
よ
り
、
２
年
連
続

で
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
再
度
災
害
防
止
を
図

る
た
め
、
概
ね
５
カ
年
で
緊
急
に

河
川
改
修
を
行
う
千
曲
川
・
樽
川

河
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急

国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備
局

千
曲
川
河
川
事
務
所　
調
査
課

☎
０
２
６-

２
２
７-

９
４
３
４

事
業
の
竣
工
か
ら
30
年
を
迎
え
ま

す
。

　

30
年
の
節
目
を
迎
え
、
地
域
の

皆
さ
ま
に
こ
れ
か
ら
の
地
域
防
災

を
考
え
て
い
た
だ
く
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　
11
月
23
日
㈭
㈷

■
時
間　

　
午
後
１
時
20
分
〜
４
時

（
12
時
30
分
開
場
）

■
会
場　
文
化
交
流
館
な
ち
ゅ
ら

■
入
場
無
料　
定
員
５
０
０
名

■
内
容

○
基
調
講
演

【
水
害
対
策
の
今
昔 

飯
山
水
害
後

の
進
展
】

信
州
大
学
工
学
部 

吉
谷 

純一 

教
授

○
小
学
生
に
よ
る
治
水
に
関
す
る

　
研
究
発
表

　
①
常
盤
小
学
校
５
年
生
児
童

　
②
木
島
小
学
校
４
年
生
児
童

○
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

【
水
害
に
学
び
、
防
災
を
考
え
る
】

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
豊
田 
政
史

（
信
州
大
学
工
学
部
准
教
授
）

・
パ
ネ
リ
ス
ト

　
平
野 

弘
蔵
（
木
島
小
学
校
長
）

　
兼
子 

喜
男

（
当
時
消
防
団
第
７
分
団
副
分
団
長
）

　
中
村 

ま
ゆ
み
（
水
害
経
験
者
）

　
足
立 

正
則
（
飯
山
市
長
）

　
堤 

達
也

（
千
曲
川
河
川
事
務
所
長
）

　
　
　
　
　
飯
山
激
特
事
業

※
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
当
日
参
加
も

可
能
で
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う

え
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

飯
山
ふ
る
さ
と
案
内
人

新
規
ガ
イ
ド
育
成
講
習
会

■
日
時　

11
月
15
日
㈬
・
16
日

㈭
・
21
日
㈫
・
22
日
㈬
・
28
日
㈫
・

29
日
㈬
の
計
６
日
間

11
月
15
日
は
午
前
10
時
、
以
降

は
各
回
と
も
11
時
〜
午
後
４
時

頃
ま
で

■
場
所　

飯
山
市
公
民
館
（
実

地
講
習
時
は
現
地
集
合
・
現
地
解

散
と
な
り
ま
す
）

申
込
方
法
や
費
用
等
、
く
わ
し
く

は
飯
山
駅
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

飯
山
駅
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
62
７
０
０
０

平
成
29
年
分
年
末
調
整
説
明
会

　

給
与
所
得
者
に
係
る
年
末
調

整
説
明
会
を
左
記
の
日
程
等
に
よ

り
開
催
い
た
し
ま
す
。
ご
都
合
の

よ
い
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

11
月
20
日
㈪

　
１
回
目　
午
前
10
時
〜

　
２
回
目　
午
後
１
時
30
分
〜

　
会
場　
中
野
市
民
会
館

11
月
21
日
㈫

　
１
回
目　
午
前
10
時
〜

　
２
回
目　
午
後
１
時
30
分
〜

　
会
場　
飯
山
市
公
民
館

信
濃
中
野
税
務
署

☎
０
２
６
９
㉒
３
１
５
１

平
成
29
年
度
記
帳
説
明
会
及
び

決
算
説
明
会

　

青
色
申
告
者
や
白
色
申
告
者

の
記
帳
方
法
や
決
算
書
の
作
成

方
法
・
注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。

■
記
帳
説
明
会　
11
月
６
日
㈪

10
時
〜　
農
業
所
得
の
方

14
時
〜　
営
業
・
不
動
産
所
得
の
方

○
中
野
市
民
会
館
２
階
41
号
会
議
室

■
決
算
説
明
会　
12
月
７
日
㈭

10
時
〜　
農
業
所
得
の
方

14
時
〜　
営
業
・
不
動
産
所
得
の
方

○
飯
山
市
民
会
館
２
階
講
堂

信
濃
中
野
税
務
署

☎
０
２
６
９
㉒
３
１
５
１

千曲川本川堤防決壊
（昭和 58年 9月常盤地区）

中央橋付近（木島側）
昭和 57年 9月




